
⑽ 

様式第4号の 2（第 11条関係） 

消 防 訓 練 等 実 施 結 果 報 告 書 

⑴  ○年 ○月 ○日  

那須地区消防本部消防長 様 

届出者 

⑵ （統括）防火管理者・（統括）防災管理者 

氏 名  ⑶ ○ ○ ○ ○ 

防火対象物の

所 在 地 
⑷ 栃木県○○市○○○ ○○番地 

防火対象物の

名 称 
⑸ ○○工場 ○○営業所 令別表第１ ⑹ (12)項イ 

実 施 日 時  ⑺  ○年 ○月 ○日 ○時 ○分から ○時 ○分まで 

発生想定日時  ⑻  ○年 ○月 ○日 ○時 ○分 通 報 時 分 ⑼ ○時○分 

訓 練 種 別 
１ 消防訓練（ 消火訓練・通報訓練・避難訓練 ） 2 防災避難訓練 

3 全体防火訓練 4 全体防災訓練 5 その他（       ） 

訓練参加人員    ⑾   ５０名 

訓 練 概 要 

及 び 結 果 

⑿  

「全員が真剣に取り組み、概ねスムーズに進行した。避難誘導する際は、出火室の

扉を閉め、姿勢を低くして避難していた。消火器の在り処が分からず、初期消火に

時間を要したため、消火器の設置場所を普段から把握するよう指導した。」等 

※ 受  付  欄 ※ 経  過  欄 

  

備考 1 訓練種別は、次のとおりです。 

(1) 「消防訓練」とは、消火訓練、通報訓練及び避難訓練を実施する訓練です。 

    (2) 「防災避難訓練」とは、防災管理者が防災管理に係る消防計画に基づき実施する避難訓練で 

     す。 

    (3) 「全体防火訓練」とは、統括防火管理者が全体についての防火管理に係る消防計画に基づき 

     実施する防火対象物全体の消火訓練、通報訓練及び避難訓練です。 

    (4) 「全体防災訓練」とは、統括防災管理者が全体についての防災管理に係る消防計画に基づき 

     実施する防災管理対象物全体の避難訓練です。 

   2 この用紙の大きさは、日本産業規格 A4とすること。 

3 ※印の欄は、記入しないこと。 



[ 消防訓練実施結果報告書記入要領 ] 

 

項  目 記 入 要 領 

⑴ 年月日  届出書の提出年月日を記入します。  

⑵（統括）防火管理者 

（統括）防災管理者 
該当しない文字を横線で消します。 

⑶ 氏名 防火管理者等の氏名を記入します。 

⑷ 防火対象物の所在地 当該防火対象物（建築物その他の工作物）の所在地を記入します。 

⑸ 防火対象物の名称 
「グループホーム○○」及び「○○株式会社○○工場」等、当該防火対

象物（建築物その他の工作物）の名称を記入します。 

⑹ 令別表第１ 

当該防火対象物（建築物その他の工作物）の用途を、政令別表第１に掲

げる用途区分及び項区分に従い｢(4)項｣、｢(12)項イ｣､｢(16) 項イ｣の要領で

記入します。 

⑺ 実施日時 消防訓練を実施した年月日、開始時刻及び終了時刻を記入します。 

⑻ 発生想定日時 消防訓練の発生を想定した年月日及び時刻を記入します。 

⑼ 通報時分 通報訓練を実施した場合は、通報時分を記入します。 

⑽ 訓練種別 
該当する訓練種別を○印で囲みます。 

※結果報告書の備考１を参考にしてください。 

⑾ 参加人員 消防訓練に参加した人員を記入します。 

⑿ 訓練の概要及び結果 

1 消防訓練の実施概要を記入します。 

2 結果については実施した訓練に対し、全体の評価、推奨事項、反省

点等を記入します。 

（例）「全員が真剣に取り組み、概ねスムーズに進行した。避難誘導

する際は、出火室の扉を閉め、姿勢を低くして避難していた。消火器

の在り処が分からず、初期消火に時間を要したため、消火器の設置場

所を普段から把握するよう指導した。」 

 


